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2025年 12月 11日 

各 位 

会 社 名 株 式 会 社 ア シ ロ 

代 表 者 名 代表取締役社長 中 山  博 登 

（コード番号：7378 東証グロース） 

問 合 せ 先 管理本部 本部長 荒木  康太郎 

ir@asiro.co.jp 

 

配当予想の再修正（増配）及び 

個別決算における特別損失（関係会社株式評価損）の計上に関するお知らせ 

 

当社は、2025年 12月 11日開催の取締役会において、2025年 10月期（2024年 11月１日～2025年 10

月 31 日）の連結業績の公表を決議いたしました（詳細は同日付「2025 年 10 月期決算短信〔IFRS〕（連

結）」をご参照ください。）。当社は、これに伴い、2025 年９月 12 日に公表いたしました 2025 年 10

月期の配当予想を再修正（増配）するとともに、個別決算において特別損失（関係会社株式評価損）を

計上することにいたしましたので、下記の通りお知らせいたします。 

なお、剰余金の配当については、2025 年 12 月 22日開催予定の取締役会の決議を経たうえで確定する

見込みです。また、個別決算における特別損失（関係会社株式評価損）の計上については、連結業績に

与える影響はありません。 

 

記 

 

１．配当予想の再修正（増配）について 

（１）内容 

 
年間配当金（円） 

第２四半期末 期末 合計 

前回予想 
（2025 年９月 12日発表） 

0円 00銭 37円 80銭 37円 80銭 

今回修正予想  42円 20銭 42円 20銭 

当期実績 0円 00銭   

前期実績 
（2024年 10月期） 

0円 00銭 24円 18銭 24円 18銭 
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（２）配当予想の再修正の理由 

当社は元より安定した財務基盤を有しており、「成長と還元」を両立することが特徴であると考

えております。この考えから、売上収益から当社の通常時の営業利益水準である営業利益率 20％、

株主還元方針である配当性向 30％をベースに理論的に算出した数値から１株当たり配当金額を算出

しております。そして、2025年９月 12日付「通期業績予想及び配当予想の上方修正に関するお知ら

せ」で公表しました通り、2025年 10月期の連結業績が上振れる見込みであったことから増配として

おりましたが、2025年 10月期の実績値の確定に伴い、上記計算式に従って配当金額を再計算した結

果、配当予想を再修正することにいたしました。今後も株主還元を重視しつつ、成長も両立してい

く方針です。 

 

２．個別決算における特別損失の内容 

当社の連結子会社である株式会社アシロ少額短期保険は、2025 年７月 1 日付で法人・個人事業主向

け弁護士費用保険「bonobo（ボノボ）」の販売を開始いたしました。当該商品は、中小企業市場にお

ける法務業務を支援するサービスとして開発されたものであり、当社グループにおける今後の新たな

収益の柱の一つとして位置付けております。 

当社グループは、保険事業に関して 2025 年 10 月期より戦略的な事業構造の転換を推進いたしまし

た。具体的には、これまでの個人向け弁護士費用保険から、より大きな市場機会が見込まれる法人向

け保険への戦略的シフトを加速させるため、商品開発及び販売体制の構築に経営資源を集中投下いた

しました。これに伴い、個人向け保険については新規販促活動を停止したこと、法人向けの保険商品

の開発に相当な時間と費用を要したこと、法人向けの保険商品の顧客基盤構築や認知度向上のための

先行投資を行ったこと等により同社の純資産が一時的に減少したため、会計基準に基づいて当社保有

株式の実質価額を評価した結果、関係会社株式評価損 166 百万円を当社個別財務諸表において計上い

たしました。なお、当社グループは同事業を中長期的な成長戦略の重要な柱と位置付けており、今後

も積極的な事業展開を継続してまいります。 

なお、上記の個別決算には日本基準を適用しております。この特別損失は、当社の個別財務諸表の

みに計上され、連結決算においては相殺消去されるため、連結業績に与える影響はありません。 

 

以 上 


